
令和6年度　学校教育の評価に関する保護者の評価（７月）

1 学校教育目標について

No. 評　　　　価　　　　内　　　　容

1 児童は、「学校教育目標」を知っている。 3.2 88.0

2 保護者は、「学校教育目標」や「目指す学校像」を知っている。 3.1 91.0

3 児童は、「学校教育目標」や「目指す児童像」が示す姿に変わってきている。 3.1 89.6

4 「目指す学校像」を実現するための教育が行われている。 3.3 96.9

2 学校生活について

No. 評　　　　価　　　　内　　　　容

5 児童は、学校に登校するのを楽しみにしている。 3.4 93.1

6 児童は、進んで学習に取り組んでいる。 3.1 83.1

7 児童は、友達と協力して仲良く生活している。 3.5 97.2

8 児童は、何事にも最後までやり遂げようとしている。 3.3 95.0

3 学習指導について

No. 評　　　　価　　　　内　　　　容

9 学校では、分かりやすい授業が行われている。 3.4 98.4

10 学校では、一人一人の個に応じた丁寧な指導が行われている。 3.2 91.8

11 学校では、よく考えたり話し合ったりする協働的な授業が行われている。 3.3 97.7

12 学校では、日常生活や将来に生きる教育が行われている。 3.2 96.7

4 特色ある教育活動について

No. 評　　　　価　　　　内　　　　容

13 児童に、あいさつや整理整頓など、規律ある態度が身に付いている。 3.1 85.9

14
学級活動や行事、清掃活動などの当番活動を通じて、児童に、主体的に活動
しようとする態度が身に付いている。

3.3 96.4

15 道徳教育が充実し、児童に、思いやりの気持ちや態度が身に付いている。 3.3 94.8

16
学校行事や学校応援ボランティアの取組により、学校・保護者・地域が協力し
て子供の健全育成を図っている。

3.3 98.5

5 教育相談・いじめ防止について

No. 評　　　　価　　　　内　　　　容

17 学校は、児童の悩みやトラブルに対して適切に対応している。 3.2 94.8

18 学校は、保護者からの相談や要望に対して適切に対応している。 3.4 98.5

19 学校は、いじめを許さず、真剣にいじめをなくそうとしている。 3.3 95.5

20
学校は、いじめにつながるような「わるふざけ」や「からかい」を適切に指導して
いる。

3.2 92.0

肯定評価（４・３）割合

R06.07

平均評価

3.2 91.4

平均評価 肯定評価（４・３）割合

3.3 92.1

平均評価 肯定評価（４・３）割合

3.3 96.1

平均評価 肯定評価（４・３）割合

3.2 93.9

平均評価 肯定評価（４・３）割合

3.3 95.2



6 健康・安全指導について

No. 評　　　　価　　　　内　　　　容

21 怪我や病気への対応が適切で、児童を安心して学校に通わせられる。 3.4 98.6

22 体育の授業や体育朝会の取組などにより、児童の体力が高まっている。 3.2 92.5

23
交通安全指導や事故防止、防災・防犯についての指導が適切に行われてい
る。

3.4 99.3

24 食育が充実し、食文化への関心や理解が高まっている。 3.3 96.0

7 開かれた教育について

No. 評　　　　価　　　　内　　　　容

25
学習参観や行事等の公開により、保護者や地域に対して開かれた教育を実施
している。

3.4 97.8

26 学級からの週報や学校だよりを楽しみにしている。 3.5 97.9

27 学校からのメール配信の内容は適切で、役割を果たしている。 3.4 99.3

28 黒浜西小学校の学校ホームページを見たことがある。 2.9 66.2
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◎
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　項目１と項目２「児童と保護者は、『学校教育目標』を知っている。」という評
価は、昨年度と同様の約９割の肯定評価でした。
　子供たちだけでなく保護者も、本校の学校教育に理解を示していただいてい
るものと認識しています。
　今後は、さらに地域全体の理解が高まり、共通目標のもと教育活動ができる
よう、学校公開等を活用し、子供たちの生き生きとした学習、活動の様子と成
長の姿をご覧いただきたいと思います。

【学校教育目標】
　「よく考える子　思いやりのある子　元気な子」
【目指す学校像】
　〇学ぶ意欲を高め、確かな学力を保障する学校
　〇豊かな心と健康な身体を育む学校
　〇一人一人のよさを認め、伸ばす学校
　〇地域とともに歩む「おらが学校」
　○花いっぱいの学校（子供たちの笑顔の花、潤いのある学習環境）
　　項目１～４について、昨年度同期の肯定評価（評価３と４）の割合は９割
　でした。今年度も、引き続き９割の肯定評価となりました。
　　本年度は、目指す学校像に「花いっぱいの学校」を加えさせていただき
　ました。４月下旬から始まった「花いっぱいプロジェクト」では、子供たち同
　士がお互いの良さを認め合う場として定着しました。運動会では保護者の
　方にもたくさんのメッセージをいただき、今後、さらに地域へも広げていけ
　たらと考えています。
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【２　学校生活について】

▲

▲

【３　学習指導について】

▲

【４　特色ある教育活動について】

▲

【５　教育相談・いじめ防止について】

◎ 　いずれの項目も肯定評価が９割を超えています。１００％を目指して保護者
の皆様と連携しながら取り組んでまいります。また、友達とのトラブルを自分たち
の力で解決していくことができるたくましさ、柔軟さも子供たちに育てたい力の一
つです。大人が直ぐに対応する必要があるものもありますが、子供に考えさせ、
自分なりの答えを見つけさせることも大切な経験です。
　子供たちのことで心配な点は学校と保護者が密に連絡を取りつつ、どこまで
支援し、どこまで子供たちに任せるのかを共に考えて行けたらと思います。小さ
なことでも、気になることがあれば学校までお問い合わせください。まずは情報
共有することが早期解決の近道です。

　昨年度に比べ、少し肯定評価が減少しています。項目６「児童は、進んで学
習に取り組んでいる。」は、本校の課題項目です。
　家庭学習の取り組み方について、２学期は子供たちからよい取組の例を集
め、周知する機会をもちたいと考えています。また、保護者の皆様にも御協力
いただきながら、子供たちが進んで学習に向かう習慣作りをしていきます。子供
たちが成長し、活躍する将来の社会では、主体的に課題解決できる力が求め
られます。生涯的な学習につながる「学ぶ意欲」や「主体的に学習に取り組む
態度」、「自ら学ぶ方法」などを向上・定着させていきたいと思います。

　項目１１「学校では、よく考えたり話し合ったりする協働的な授業が行われてい
る。」を含め、全体的にとても高い評価となりました。
　話し合う活動は、他者の考えを聞くことで思考の幅を広げられるだけでなく、
自ら思考を整理し、考えを深めることにもつながります。本校では、ペアでの話
合いや３、４人の小グループでの話合い、クラス全体での話合いなど、場面や
子供たちの発達段階に応じて様々な学習活動を行っています。
　多くの子供たちが、近い将来、他者と関わりながら生活をしていくことになるり
ます。その基礎を、小学生である今のうちから繰り返し経験することは、非常に
重要なことと考えています。

　昨年度に引き続き、項目７「児童は、友達と協力して仲良く生活している。」が
とても高い評価になっています。
　本校では、たて割り班による異年齢集団で行う活動を工夫し、学年の枠に縛
られない人間関係作りを推進しております。ここで育まれたコミュニケーションの
能力は、中学校で、さらにはその先の高等学校や、社会にでたときにも大切な
力です。上級生は下級生に思いやりをもって接することを学び、下級生は上級
生に感謝の気持ちをもつことを学びます。相互に思いやり、協力し合うことで、よ
りよい黒浜西小学校の校風が生まれつつあります。

　項目１６「学校行事や学校応援ボランティアの取組により、学校・保護者・地
域が協力して子供の健全育成を図っている。」は昨年度と同様にとても高い評
価となりました。
　現在、PTAや安心・安全ボランティア、地域の自治会の方などのご協力によ
り、子供たちにとって安全で充実した教育活動を行うことができています。PTA
や自治会では、コロナ前に実施していたイベントの再開や、国際交流をテーマと
した新たな取組が企画されています。学校、保護者、地域が様々な場面で協
力しながら子供たちの健全育成に取り組んでいます。
　今後は、コロナで途切れてしまった学校応援団の活動を組織の再編成を含
めて検討してまいります。
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【６　健康・安全指導について】

◎

【７　開かれた教育について】

◎

　項目２１「怪我や病気への対応が適切で、児童を安心して学校に通わせられ
る。」は、特に高いの肯定評価となりました。１学期の子供たちの様子をみてい
ると、少し怪我が多いように感じました。一つ一つは大きな怪我ではありません
が、コロナ禍による運動経験の低下も要因であるように感じます。２学期は、体
力、体幹の向上を意識して体育指導を充実させていきたいと思います。学校で
は、怪我や病気などへの対応や安全指導だけでなく、保健指導や、食育指導
も含めて、子供たちが安心して学校生活を送れるようにしていきます。

　項目２５「学習参観や行事等により、保護者や地域に対して開かれた教育を
実施している。」は昨年度と同様に高評価でした。様々な場面で学校に来てい
ただく機会が増えたことで、子供たちが生き生きと活動する姿を保護者の皆様
や地域の方々にご覧いただけるのは嬉しいことです。保護者、地域の皆様を含
め、多面的に子供たちを見ていただくことで、頑張りやよさを認めていただく機会
も増え、自己肯定感の育成に繋がるものと考えています。学校公開の連絡が
あった際には、ぜひ来校いただき、子供たちにお声がけいただけると幸いです。
　また、学校ホームページにも、日々の子供たちの様子を掲載していますので、
ぜひ定期的にご覧ください。
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